
原
著
論
文

一

内 田 誠 一

一
、
序

　

近
代
に
お
け
る
短
冊
蒐
集
家
が
血
眼
に
な
っ
て
探
求
し
た
も
の
に
、
江
戸
中
期
の
歌
人
・
香

川
景か
げ

新ち
か

の
短
冊
が
あ
る
。
大
正
初
期
頃
か
ら
短
冊
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、
富
裕
な
蒐
集
家
が
珍
し

い
短
冊
（
短
冊
蒐
集
の
世
界
で
は
こ
れ
を
「
珍
短
」
と
呼
ぶ
）
を
狙
っ
て
蒐
集
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
本
稿
で
論
ず
る
香
川
景
新
の
短
冊
は
、
こ
の
珍
短
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
存
在
で
あ
っ

た
。
生
涯
に
五
万
枚
の
短
冊
を
蒐
集
し
、
短
冊
の
考
証
・
研
究
に
も
優
れ
た
功
績
を
残
し
た
人

物
に
森
繁
夫
（
一
八
八
二
〜
一
九
五
〇
）
が
い
る
。
森
は
岡
山
の
素
封
家
の
出
身
で
、
早
稲
田

専
門
学
校
（
現
・
早
稲
田
大
学
）
を
卒
業
し
、
摂
陽
商
船
専
務
取
締
役
を
務
め
る
な
ど
実
業
界

で
活
躍
し
た
。
実
業
家
で
歌
人
で
も
あ
っ
た
森
は
、
ま
さ
に
富
裕
な
知
識
層
に
属
す
る
一
流
の

短
冊
蒐
集
家
で
あ
っ
た
。
森
は
そ
の
名
著
『
名
家
筆
蹟
考 

上
』
に
お
い
て
、
珍
蔵
す
る
景
新

の
短
冊
二
枚
を
図
版
と
し
て
掲
げ
た
う
え
で
、
巻
末
の
解
説
で
景
新
の
短
冊
を
「
珍
中
の
珍
」

と
評
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
発
刊
さ
れ
た
短
冊
関
連
書
籍
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
景
新
の
短
冊
図
版

や
京
都
の
個
人
コ
レ
ク
タ
ー
所
蔵
の
景
新
短
冊
の
写
真
を
分
析
し
、
生
涯
に
お
け
る
そ
の
書
風

の
変
化
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
あ
わ
せ
て
、
新
出
の
「
景
真﹅

」
款
の
景
新
和
歌
に
つ
い
て
書

写
年
代
を
推
測
し
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
「
景
真
」
の
名
に
つ
い
て
も
詮
索
し
て

み
る
こ
と
に
す
る
。

要
　
　
　
　
　
旨

　

近
代
に
お
け
る
短
冊
蒐
集
家
が
血
眼
に
な
っ
て
探
求
し
た
も
の
に
、
江
戸
中
期
の
歌
人
・
香

川
景か
げ

新ち
か

の
和
歌
短
冊
が
あ
る
。
著
名
な
蒐
集
家
で
あ
り
研
究
家
で
あ
っ
た
森
繁
夫
は
、
そ
の
名

著
『
名
家
筆
蹟
考
』
に
お
い
て
、
景
新
の
短
冊
を
「
珍
中
の
珍
」
と
評
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
発
刊
さ
れ
た
短
冊
関
連
書
籍
等
に
掲
載
さ
れ
た
景
新
の
短
冊
図
版
や

個
人
蔵
の
景
新
短
冊
の
写
真
を
分
析
し
、
そ
の
書
風
の
変
化
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
ま
た
、
こ

の
ほ
ど
出
現
し
た
「
景
真﹅

」
款
の
景
新
短
冊
に
つ
い
て
も
些
か
分
析
を
進
め
て
み
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド

　

短
冊
、
珍
短
、
香
川
景
新
、
香
川
宣
阿
、
香
川
景
樹

近
代
の
短
冊
蒐
集
家
が
探
求
し
た
香
川
景
新
の
短
冊

　
　
　
　
　
　

―
景
新
の
書
風
の
変
化
と
新
出
の
「
景
真
」
款
短
冊
を
中
心
に
―内

田

誠
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二

香川景新の短冊

原
文
を
確
認
し
よ
う
が
な
い
。
も
し
か
す
る
と
、
宣
阿
が
意
図
的
に
儒
者
で
あ
っ
た
時
代
の
こ

と
に
触
れ
な
い
よ
う
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
よ
う
な
宣
阿
の
子
息
と
し
て
生
ま
れ
た
景
新
は
、
幼
少
の
頃
よ
り
父
親
の
教
育
の
も

と
、
梅
月
堂
の
二
代
目
と
し
て
成
長
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
景
新
の
短
冊
が
珍
重
さ
れ
る
の

は
、
伝
来
の
短
冊
遺
品
が
少
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
高
名
な
歌
人
の
子
息
で
あ
る
か
ら
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
江
戸
後
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
勢
力
を
誇
っ
た
桂
園
派
の
鼻
祖
・
香

川
景か
げ
き樹
が
、
景
新
よ
り
三
代
後
の
香
川
景か
げ
も
と柄
の
養
子
と
な
っ
て
い
た
時
期
が
あ
る
、
と
い
う
こ

と
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
景
新
の
短
冊
で
あ
る
が
、
森
繁
夫
が
そ
の
著
で
景
新
の
短
冊
を
「
珍
中
の
珍
」
と
評
し

て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
も
と
も
と
短
冊
は
国
文
学
者
や
歌
人
な
ど
に
よ
っ
て
蒐
集
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
次
第
に
一
般
知
識
層
へ
と
蒐
集
が
広
が
っ
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
以

前
筆
者
は
、
研
究
代
表
者
と
し
て
共
同
研
究
を
し
た
際
の
成
果
論
文
「
近
世
か
ら
近
代
に
か
け

て
の
短
冊
の
諸
相
―
文
事
・
蒐
集
・
影
印
の
周
辺
―
」『
公
益
財
団
法
人
日
本
習
字
教
育
財
団　

学
術
研
究
助
成
成
果
論
文
集

Vol. 

4
』（
二
〇
一
八
年
）
の
第
二
章
（
内
田
担
当
）
で
、
次
の
よ

う
に
記
し
た
。

　
　

 

明
治
末
期
に
影
印
さ
れ
た
坂
本
（
桂
治
）
の
影
響
に
よ
り
、
大
正
時
代
以
降
、
短
冊
蒐
集

家
の
間
で
、
と
り
わ
け
「
珍
短
」
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
国

学
者
や
歌
人
で
は
な
い
一
般
知
識
層
の
人
々
が
短
冊
を
蒐
集
し
は
じ
め
た
こ
と
に
よ
り
、

歌
の
で
き
ば
え
や
筆
蹟
の
多
様
性
、
時
代
背
景
な
ど
を
短
冊
か
ら
深
く
読
み
取
る
と
い
う

文
化
的
学
術
的
嗜
好
を
重
ん
ず
る
よ
り
も
、
他
の
蒐
集
家
が
所
有
し
て
い
な
い
よ
う
な

「
珍
短
」
を
血
眼
に
な
っ
て
探
す
こ
と
に
執
心
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
、
蒐
集
の
傾

向
の
変
化
が
起
こ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

坂
本
桂
治
は
新
潟
出
身
の
銀
行
家
で
、
書
画
、
と
り
わ
け
短
冊
の
蒐
集
で
名
高
く
、
富
裕
な

蒐
集
家
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
か
な
り
強
引
な
方
法
で
短
冊
を
入
手
し
た
と
い
う
話
も
漏
れ

聞
く
。
珍
短
を
中
心
に
短
冊
帖
の
形
に
木
版
影
印
し
た
『
遅
さ
く
ら
』『
競く
ら
べ
う
ま馬』
は
知
人
に
配

布
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
巷
間
に
出
現
す
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
坂
本
の
蒐
集

二
、
香
川
景
新
と
そ
の
短
冊
の
評
価

　

香
川
景
新
（
一
六
七
八
〜
一
七
三
九
）
は
江
戸
中
期
の
歌
人
。
京
の
「
一
条
の
今
西
行
」
と

称
せ
ら
れ
た
歌
人
・
香
川
宣
阿
（
一
六
四
七
〜
一
七
三
五
）
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
字
は
士

龍
、
杢
允
・
光
阿
と
称
し
、
梅
仙
・
梅
仙
堂
・
光
阿
と
号
し
た
。

　

こ
こ
で
ま
ず
、
父
の
宣
阿
（
名
は
景
継
）
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
本
稿
の
こ
れ
か

ら
の
考
察
に
資
す
る
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
井
上
通
泰
『
南
天
荘
雑
筆
』

（
春
陽
堂
、
一
九
三
〇
年
）
に
収
載
さ
れ
る
宣
阿
の
自
伝
（
漢
文
体
）
を
次
に
現
代
語
訳
し
て

み
た
。
宣
阿
と
交
流
の
あ
っ
た
香
川
景
長
の
家
に
代
々
伝
わ
っ
た
も
の
と
い
う
。

　
　

 

景
継　

隣
善
を
改
め
て
一
枝
軒
淵
龍
と
号
し
た
。
壮
年
の
こ
ろ
よ
り
京
都
に
遊
学
し
て
、

宇
都
宮
由
的
な
ら
び
に
木
下
順
庵
に
就
い
て
儒
学
を
学
び
、
阿
野
大
納
言
公
業
卿
に
和
歌

を
学
ん
だ
。
公
業
卿
亡
き
あ
と
は
白
川
二
位
雅
喬
王
に
就
い
た
。
雅
喬
王
亡
き
あ
と
は
、

清
水
谷
大
納
言
実
業
卿
に
就
い
て
歌
道
に
つ
い
て
訊
ね
た
。
実
業
卿
亡
き
あ
と
は
中
院
内

大
臣
通
茂
公
に
学
ん
だ
。
通
茂
公
薨
去
の
の
ち
は
武
者
小
路
中
納
言
実
陰
卿
に
学
ん
だ
。

藤
沢
の
遊
行
寺
四
十
五
世
他
阿
尊
遵
上
人
よ
り
古
今
伝
授
の
二
条
家
・
冷
泉
家
の
二
流
を

受
け
た
。
ま
た
阿
野
公
緒
卿
よ
り
古
今
を
伝
授
さ
れ
、
伏
原
二
位
宣
幸
卿
よ
り
有
職
故
実

を
学
び
『
職
原
鈔
』
の
講
義
を
受
け
た
。
持
明
院
大
納
言
基
時
卿
か
ら
入
木
道
な
ら
び
に

郢
曲
を
伝
授
さ
れ
、
里
村
法
眼
昌
程
よ
り
連
歌
を
学
び
、
乾
市
郎
右
衛
門
永
貞
に
就
い
て

甲
州
軍
法
を
学
ん
だ
。
後
に
剃
髪
し
て
僧
と
な
り
、
梅
月
堂
堯
真
宣
阿
と
号
し
、
京
都
に

住
し
て
大
炊
道
場
聞
名
寺
二
十
九
世
の
其
阿
随
真
上
人
を
師
と
し
た
。
父
の
正
矩
が
著
述

し
た
『
陰
徳
太
平
記
』
を
補
っ
た
。

　

こ
の
文
章
だ
け
が
自
伝
の
す
べ
て
で
は
な
く
、
井
上
が
和
歌
に
関
連
す
る
部
分
を
中
心
に
抽

出
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
と
い
う
の
も
、
京
都
に
遊
学
し
て
「
宇
都
宮
由
的
や
木
下

順
庵
に
儒
学
を
学
ん
だ
」
と
だ
け
、
さ
ら
り
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
実
は
京
都
で
は
初
め
は
儒

者
と
し
て
活
動
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る（
１
）。
井
上
が
引
い
て
い
る
原
本
の
所
在
が
不
明
な
の
で
、
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三

内 田 誠 一

　
『
名
家
筆
蹟
考 

上
』
の
解
説
三
三
頁
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
（
括
弧
内
の
年
号
は
紀
元
年

号
。
原
文
の
ま
ま
）。

　
　

号　

梅
仙
堂

　
　

 

京
都
の
人
、
宣
阿
の
男
、
家
風
を
守
り
歌
道
を
能
く
す　

子
景
平
亦
和
歌
を
善
く
し
、
孫

黄
中
を
経
て
景
樹
に
至
る
。
享
年
不
明
な
り
。
元
文
四
己
未
（
二
三
九
九
）
年
十
一
月
廿

日
没

　
　

 （
本
文
）

　
　
　
（
イ
） 

帰
雁　

猶
残
る
し
ら
ね
の
雪
を
花
と
の
み

　
　
　
　
　
　
　

み
な
る
ゝ
か
り
や
い
そ
き
行
ら
ん　

景
新

　
　
　
（
ロ
）
郭
公　

あ
り
し
世
に
か
へ
れ
と
な
く
や
ほ
と
ゝ
き
す

　
　
　
　
　
　
　

ふ
り
い
つ
る
声
も
さ
み
た
れ
の
比　

景
新

　
（
注
）

　

 

景
新
の
短
冊
は
珍
中
の
珍
と
称
せ
ら
れ
る
、
こ
ゝ
に
所
載
の
（
イ
）（
ロ
）
二
種
筆
蹟
相
異

せ
る
が
如
く
に
て
、
而
か
も
仔
細
に
之
を
視
れ
ば
、「
か
」
の
字
其
他
に
同
一
筆
致
あ
る
を

認
む
べ
し
。

は
短
冊
蒐
集
家
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
が
、
井
上
通
泰
も
そ
の
一
人
で
は
な
い

か
と
筆
者
は
推
測
し
て
い
る
。
井
上
は
景
新
短
冊
を
所
有
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、『
南

天
荘
雑
筆
』
に
、
父
の
宣
阿
の
和
歌
短
冊
に
加
え
て
、
珍
し
い
漢
詩
短
冊
の
図
版
も
載
せ
て
い

る
。

三
、
短
冊
図
版
に
見
る
景
新
和
歌
短
冊
の
分
析

　

前
述
の
如
く
森
繁
夫
『
名
家
筆
蹟
考 

上
』（
横
尾
勇
之
助
・
仲
古
谷
友
吉
発
行
、
一
九
二
八

年
）
に
景
新
短
冊
二
葉
が
掲
載
さ
れ
、
書
風
に
よ
り
（
イ
）
と
（
ロ
）
と
い
う
よ
う
に
区
別
さ

れ
て
い
る
。
本
章
で
は
、
こ
の
所
載
短
冊
と
近
似
す
る
短
冊
の
書
風
を
言
う
際
に
は
、
こ
の
二

類
を
イ
類
、
ロ
類
と
表
記
す
る
こ
と
に
す
る
。
次
に
そ
の
図
版
を
掲
げ
る
。

　

書
風
と
い
う
も
の
は
個
々
人
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。
し
か
し
、
同
一
人

物
の
人
生
に
お
い
て
も
、
若
年
期
・
壮
年
期
・
老
年
期
と
い
う
よ
う
に
年
齢
を
重
ね
る
う
ち
に

書
風
も
変
化
を
遂
げ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
そ
の
変
化
の
度
合
い
は
人
に
よ
っ
て
異
な
り
、
大

き
く
変
化
す
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
が
い
る
。
ま
た
一
人
で
複
数
の
書
流
を
会
得
し
て
認
め
て

い
る
人
が
い
る
。
江
戸
の
公
卿
の
千
種
有
功
は
一
目
見
て
わ
か
る
よ
う
な
個
性
的
な
書
風
で
あ

る
が
、
時
に
大
師
流
で
書
か
れ
た
も
の
を
見
る
場
合
が
あ
る
。
有
功
の
書
に
つ
い
て
は
、
寡
聞

に
し
て
研
究
さ
れ
て
い
な
い
と
思
し
く
、
確
か
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
こ
れ
も
年
代
に
よ
る

も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
明
治
で
は
昭
憲
皇
太
后
の
作
に
二
種
の
書
風
が
あ
り
、
一

般
的
な
仮
名
で
書
か
れ
た
も
の
と
有
栖
川
流
で
書
か
れ
た
も
の
と
が
あ
る
と
、
そ
の
昔
書
跡
研

究
家
の
波
多
野
幸
彦
氏
よ
り
教
示
を
受
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
長
年
様
々
な
書
を
見
て
い
く
う

ち
に
、
な
る
ほ
ど
と
合
点
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
方
々
は
い
ず
れ
も
短
冊
に
流
麗
な
水
茎

の
あ
と
を
残
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
。

　

さ
て
、
次
に
景
新
短
冊
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
短
冊
関
連
の
書
籍
や
書
肆
の
カ
タ
ロ
グ
に

掲
載
さ
れ
た
図
版
と
個
人
蔵
の
短
冊
図
版
を
並
べ
て
比
較
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
基
準
作
例
と
し
て
、
森
繁
夫
所
蔵
（
当
時
）
の
二
種
の
景
新
短
冊
の
図
版
（『
名
家
筆

蹟
考 

上
』）
を
掲
げ
る
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一
、 

坂
本
桂
治
所
蔵
短
冊
・
・
・
坂
本
桂
治
『
競
馬
』（
私
家
版
木
版
影
印
、
一
九
一
三
年
）

所
載

　
　
　

 

岸
柳　

う
き
草
と
水
や
ま
か
へ
て
さ
そ
ふ
ら
ん
／
波
に
引
る
ゝ
岸
の
青
柳　

景
新

　

二
、 

秋
田
彌
吉
郎
所
蔵
短
冊
・
・
難
波
短
冊
研
究
会
『
難
波
津
』（
非
売
品
、
一
九
一
三
年
）

所
載

　
　
　

 

霞
中
月　

へ
た
て
ゝ
も
へ
た
て
ぬ
か
け
を
た
の
ミ
み
ん
／
か
す
ミ
幾
重
の
春
の
よ
の
月

　

景
新

　

三
、『
思
文
閣
古
今
名
家
書
蹟
短
冊
目
録　

第
六
号
』（
思
文
閣
、
一
九
九
一
年
）

　
　
　

短
冊
番
号 

６
７
（
三
七
頁
）
所
載

　
　
　

 

秋
夕
露　

い
つ
の
ま
に
結
ひ
そ
へ
て
か
秋
は
ま
た
／
浅
茅
か
原
に
深
き
夕
露　

梅
仙

　

確
か
に
（
イ
）
の
短
冊
第
二
行
の
「
か
り
や
」
の
「
か
（
加
）」
と
（
ロ
）
の
短
冊
第
一
行

の
「
か
へ
れ
と
」
の
「
か
（
加
）」
は
、
と
も
に
「
加
」
の
第
二
画
が
大
き
く
上
に
突
き
出
て

い
る
。
ま
た
、（
イ
）
の
第
一
行
の
「
し
ら
ね
の
雪
を
」
の
「
の
（
乃
）」
と
（
ロ
）
の
第
二
行

の
「
さ
み
た
れ
の
比
」
の
「
の
（
乃
）」、
さ
ら
に
（
イ
）
の
第
二
行
の
「
か
り
や
」
の
「
や
」

と
（
ロ
）
の
第
一
行
「
な
く
や
」
の
「
や
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
結
体
（
点
画
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
っ
て
で
き
た
文
字
の
形
）
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

　

で
は
、
な
ぜ
同
一
人
物
が
書
い
た
短
冊
二
葉
が
「
筆
蹟
相
異
せ
る
が
如
く
」
見
え
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
れ
は
書
か
れ
た
時
期
が
異
な
る
か
ら
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
種
で
の

相
違
が
明
確
に
表
れ
て
い
る
の
が
署
名
で
あ
る
。（
イ
）
の
「
景
」「
新
」
の
字
は
と
も
に
楷
書

に
近
い
行
書
体
で
、
か
つ
縦
長
で
あ
る
。
ま
た
「
新
」
の
字
の
旁
の
「
斤
」
の
最
終
画
の
縦
画

は
長
く
ひ
か
れ
て
お
り
、
は
ね
て
い
な
い
。
一
方
、（
ロ
）
の
「
景
」「
新
」
の
字
は
と
も
に

（
イ
）
に
比
べ
て
よ
り
崩
さ
れ
て
い
て
、
か
つ
扁
平
な
形
で
あ
る
。
ま
た
「
新
」
の
字
の
旁
の

「
斤
」
の
最
終
画
の
縦
画
の
終
筆
は
は
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
署
名
の
結
体
が
全
く
異

な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
両
者
の
全
体
的
印
象
で
は
、（
イ
）
が
比
較
的
温
雅
な
書
風
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

（
ロ
）
は
癖
が
強
く
、
文
字
の
大
小
や
肥
痩
を
殊
更
に
強
調
す
る
傾
向
に
あ
り
、
時
に
鋭
利
な

線
質
が
現
れ
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
技
巧
性
が
現
れ
て
き
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の

二
種
の
短
冊
を
基
準
作
例
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
書
籍
や
販
売
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
さ
れ
た
図
版

や
個
人
蔵
の
写
真
に
つ
い
て
、
イ
類
・
ロ
類
両
類
の
中
で
の
書
写
時
期
の
先
後
に
つ
い
て
考
察

し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

筆
者
は
短
冊
関
連
の
書
籍
を
か
な
り
集
め
て
い
る
心
算
で
あ
る
。
し
か
し
書
肆
や
美
術
商
の

カ
タ
ロ
グ
と
な
る
と
、
目
に
す
る
も
の
が
極
め
て
限
定
的
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
文
字
通

り
管
見
の
及
ぶ
限
り
に
お
い
て
、
幾
つ
か
の
図
版
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
発
行
年
代
順
に

記
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
一
と
二
の
短
冊
が
収
載
さ
れ
る
書
籍
に
は
ペ
ー
ジ
数
が
記

載
さ
れ
て
い
な
い
。
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五

内 田 誠 一

に
妨
げ
ら
れ
て
苦
心
し
て
い
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
る
。

四
、
最
近
出
現
し
た
「
景
真
」
款
の
和
歌
短
冊
を
ど
う
鑑
る
か

　

最
近
、「
野
虫
」
と
題
し
た
和
歌
が
書
か
れ
、「
景
真
」
と
署
名
の
あ
る
短
冊
（
京
都
・
個
人

蔵
）
が
出
現
し
た
。
短
冊
を
反
す
と
、
朱
筆
の
細
字
で
「
香
川
景
新　

前
名
ナ
ド
ニ
ヤ　

梅
仙

ト
筆
蹟
似
タ
リ
／
正
徳
元
辛
卯
晴
明
社
法
楽
帖
」
と
裏
書
が
あ
る
（
図
は
細
字
の
裏
書
部
分
を

拡
大
せ
る
も
の
）。
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
の
晴
明
社
法
楽
帖
に
あ
る
短
冊
の
筆
蹟
に
似
て

い
る
と
い
う
意
か
。
同
年
は
景
新
数
え
の
三
十
四
歳
の
年
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
仔
細
に
見
る
と
、
題
書
も
署
名
も
真
面
目
な
楷
書
、
歌
も
純
粋
無
垢
な
癖
の
な
い
筆

遣
い
と
結
体
で
、
い
か
に
も
若
書
き
と
い
う
風
情
で
あ
る
。
無
心
に
筆
を
走
ら
せ
て
い
る
様
子

が
う
か
が
わ
れ
、
技
巧
的
に
書
こ
う
と
い
う
欲
心
が
見
ら
れ
な
い
。
で
は
な
ぜ
「
景
真
」
と
署

名
が
あ
る
の
か
。
裏
書
に
あ
る
よ
う
に
、
や
は
り
「
前
名
」
を
書
い
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
し
か
し
、
景
新
の
こ
と
を
記
し
た
資
料
に
「
景
真
」
の
文
字
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
果

た
し
て
こ
の
「
景
真
」
は
景
新
の
前
名
な
の
か
。「
真
」
の
字
と
い
え
ば
、
景
新
の
父
・
宣
阿

は
剃
髪
し
て
堯
真
宣
阿
と
号
し
た
。
剃
髪
出
家
と
い
う
と
晩
年
の
こ
と
か
、
と
考
え
る
が
、
宣

阿
が
出
家
し
た
の
は
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
年
の
こ
と
で
ま
だ
四
一
歳
で
あ
っ
た
。
子
の

景
新
は
僅
か
一
〇
歳
で
あ
っ
た
の
だ
。
と
な
れ
ば
、
二
十
代
か
ら
三
十
代
頃
の
景
新
が
、
家

　

四
、
京
都
・
個
人
蔵
「
山
寒
月
」

　
　
　

 

山
寒
月　

す
さ
ま
し
な
高
ね
の
雲
の
波
は
れ
て
／
月
の
氷
を
た
ゝ
く
松
風　

景
新

　

そ
れ
で
は
分
類
に
移
り
た
い
。
右
の
一
〜
四
の
う
ち
、
イ
類
に
入
る
も
の
と
し
て
、
二
の

「
霞
中
月
」
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
に
文
字
を
並
べ
て
書
か
れ
た
印

象
が
あ
る
。
辛
辣
に
言
え
ば
ま
だ
短
冊
を
書
き
慣
れ
て
い
な
い
時
期
の
も
の
と
言
え
よ
う
。
森

所
蔵
の
（
イ
）
よ
り
は
の
び
や
か
さ
が
見
ら
れ
る
の
で
（
イ
）
よ
り
は
少
し
後
の
作
品
と
考
え

ら
れ
る
。

　

ロ
類
に
近
い
も
の
と
し
て
三
の
「
秋
夕
露
」
の
短
冊
が
あ
る
。
根
拠
と
な
る
の
は
次
の
二

点
。
①
や
や
縦
長
の
文
字
が
入
っ
て
き
て
お
り
、「
海
」「
秋
」「
浅
」「
茅
」「
耳
」「
深
」
と
署

名
の
「
梅
」
が
そ
う
で
あ
る
。
②
躍
動
的
で
あ
り
、「
浅
」「
深
」
の
さ
ん
ず
い
や
署
名
の

「
梅
」
の
木
篇
な
ど
に
誇
張
が
み
ら
れ
る
。

　
（
イ
）
と
（
ロ
）
の
中
間
に
位
置
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
と
し
て
、
流
麗
な
風
情
が
漂
う
一

の
「
岸
柳
」
の
短
冊
が
挙
げ
ら
れ
る
。
署
名
こ
そ
（
イ
）
と
酷
似
し
て
い
る
時
期
で
あ
る
が
、

「
う
」
の
第
二
画
、「
水
」
の
第
一
画
の
そ
れ
ぞ
れ
起
筆
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
点
画
の
起
筆
を

強
調
し
て
い
る
文
字
が
あ
る
。
か
な
り
、
実
直
で
若
々
し
い
書
き
ぶ
り
で
あ
り
、（
イ
）
に
は

見
ら
れ
な
い
書
風
で
あ
る
。

　

最
も
老
筆
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
四
の
「
山
寒
月
」
で
あ
る
。
短
冊
上
部
「
山
」
の
上
に
水

引
の
綴
穴
が
あ
る
の
で
歌
会
で
書
か
れ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。「
山
寒
月
」
の
題
書
も
同
筆

で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
三
折
の
痕
が
あ
る
。
こ
れ
は
（
ロ
）
よ
り
も
ず
っ
と
後
の
時
期
の
も
の
で

あ
る
。
老
筆
と
考
え
る
根
拠
は
次
の
通
り
。
①
「
す
」
の
字
の
縦
画
と
横
画
の
起
筆
や
「
ね
」

の
結
体
で
誇
張
を
み
せ
る
が
、
筆
力
の
衰
え
が
み
ら
れ
る
。
②
「
雲
」
の
横
画
が
点
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
。
③
時
に
渇
筆
が
見
ら
れ
、
ま
た
三
折
の
上
に
書
い
た
「
の
」
の
字
は
折
れ
山
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と
い
う
主
張
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
論
文
の
後
半
で
時
宗
と
の
関
わ
り
を
考
察
し
て
、

「
和
歌
の
為
に
出
家
し
た
と
い
う
記
事
の
伝
存
も
故
な
し
と
は
し
な
い
。・
・
・
中
略
・
・
・
結
果

的
に
見
れ
ば
、
そ
れ
も
半
分
は
正
し
か
っ
た
、
と
評
せ
よ
う
か
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

さ
き
ほ
ど
本
稿
で
引
い
た
宣
阿
の
自
伝
で
は
、
京
都
に
遊
学
し
て
歌
道
や
連
歌
の
み
な
ら
ず
有

職
故
実
や
入
木
道
、
果
て
は
宮
廷
音
楽
や
軍
学
ま
で
学
ん
だ
と
い
う
。
宣
阿
と
い
う
人
物
は
熱
い

向
学
心
の
み
な
ら
ず
、
強
烈
な
上
昇
志
向
を
備
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
綿
密
な
計

画
の
も
と
で
、
自
ら
の
地
位
と
名
声
を
高
め
な
が
ら
自
ら
の
思
い
描
く
理
想
を
現
実
化
し
さ
せ
て

い
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

〔
二
〇
二
二
・
十
・
六　

受
理
〕

コ
ン
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
：
大
迫　

正
一　

教
授
（
書
道
学
科
）

代
々
の
系
字
（
通
り
字
）
で
あ
る
「
景
」
の
字
に
父
の
法
号
「
堯
真
」
の
一
字
「
真
」
の
字
を

組
み
合
わ
せ
て
「
景
真
」
と
名
乗
っ
て
い
た
と
考
え
て
も
不
思
議
で
は
あ
る
ま
い
。

　

さ
ら
に
書
風
は
、
一
の
「
岸
柳
」
短
冊
の
そ
れ
と
極
め
て
近
似
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
景

真
短
冊
の
「
露
し
け
き
」
の
「
き
」
は
「
岸
柳
」
短
冊
の
「
う
き
草
」
の
「
き
」
と
同
じ
結
体

で
あ
り
、「
を
の
か
」
の
「
か
」、「
鳴
ら
ん
」
の
「
ら
ん
」
は
、
い
ず
れ
も
、「
岸
柳
」
短
冊
の

「
ま
か
へ
て
」
の
「
か
」、「
さ
そ
ふ
ら
ん
」
の
「
ら
ん
」
と
同
じ
結
体
で
あ
る
。
否
、
同
じ
結

体
と
い
う
よ
り
も
、
判
で
押
し
た
か
の
よ
う
に
ま
さ
し
く
同
じ
字
形
で
あ
る
と
言
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。
や
は
り
、
こ
の
短
冊
は
景
新
の
若
書
短
冊
と
鑑
て
良
い
か
と
思
わ
れ
る
。

五
、
結
語

　

珍
短
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
香
川
景
新
の
短
冊
を
分
析
し
て
き
た
。
森
繁
夫
の
二
種
の

短
冊
で
は
、
署
名
の
「
新
」
の
字
が
縦
長
か
横
長
か
と
い
う
極
め
て
分
か
り
や
す
い
差
異
が
見

受
け
ら
れ
た
。
前
者
が
後
者
よ
り
も
前
の
時
代
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
外
の

五
種
の
短
冊
に
つ
い
て
年
代
措
定
を
試
み
た
。
今
後
も
別
の
景
新
短
冊
が
出
現
す
れ
ば
、
考
え

も
少
し
変
わ
っ
て
い
く
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

　

今
回
新
た
に
出
現
し
た
景
新
の
短
冊
は
、
前
名
と
思
わ
れ
る
「
景
真
」
の
署
名
の
あ
る
も
の

で
、
若
書
き
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
「
景
真
」
の
名
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
得
難
い

新
資
料
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
小
論
を
も
の
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
景
真
」

款
短
冊
を
含
め
た
景
新
の
諸
短
冊
の
揮
毫
年
代
の
先
後
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
詳
し
く
検
討
し

た
い
。

　
　

注
　
（
１
）
神
作
研
一
氏
は
「
初
代
梅
月
堂
香
川
宣
阿
の
こ
と
―
前
半
生
を
論
じ
て
時
宗
と
の
関
わ
り
に

及
ぶ
」
に
お
い
て
、「
儒
者
と
し
て
在
っ
た
そ
れ
ま
で
を
前
半
生
、
歌
人
と
し
て
歩
い
て
ゆ
く
出
家

以
後
を
後
半
生
」
と
と
ら
え
て
い
る
。
そ
し
て
「
出
家
後
の
宣
阿
が
そ
の
名
を
高
め
て
い
っ
た
の

は
、
元
禄
期
に
数
多
く
の
貴
顕
歌
会
に
出
詠
し
、
ま
た
彼
自
身
清
水
谷
実
業
、
中
院
通
茂
、
武
者

小
路
実
陰
と
い
っ
た
堂
上
諸
家
に
、
直
接
に
、
教
え
を
乞
う
て
学
ん
だ
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
」

と
断
じ
て
い
る
。
宣
阿
は
四
十
一
歳
で
出
家
す
る
の
で
あ
る
が
、
神
作
氏
は
、
笹
川
祥
生
氏
や
渡

辺
隆
一
氏
が
様
々
な
記
事
や
資
料
を
も
と
に
、
和
歌
の
奥
義
を
極
め
る
た
め
に
宣
阿
が
出
家
し
た
、


